
開
運
厄
除
「
星
祭
り
」
の
ご
案
内 

  
謹
啓 

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
首
標
、
厄
年
あ
る
い
は
一
年
の
吉
凶
の
変
わ
り
目
で
ご
ざ
い
ま
す
節
分
祭
の
星
祭
り
を

奉
修
し
、
あ
わ
せ
て
護
摩
供
養
を
下
記
の
日
程
に
て
厳
修
致
し
ま
す
。
一
年
間
を
通
じ
て
大
難

は
少
難
に
少
難
は
無
難
に
過
ご
す
た
め
の
お
祈
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
諸
事
繁
多
の
折
り
と

は
存
じ
ま
す
が
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

尚
、
開
運
厄
除
け
祈
祷
の
お
申
し
込
み
は
、
準
備
の
都
合
上
、
お
早
め
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

合
掌 

令
和
七
年
十
二
月
吉
日 

〒
七
三
九-

〇
〇
〇
二 

東
広
島
市
西
条
町
吉
行
二
〇
六
四 

安
芸 

 

国 

分 

寺 

電 

話 

〇
八
二-

四
三
〇-

七
七
六
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二-

四
三
〇-

七
七
六
四 

 
 

記 

日
時 

令
和
八
年
二
月
三
日
（
火
） 

 

一
回
目 

午
後
二
時
か
ら 

 

二
回
目 

午
後
六
時
半
か
ら 

 
 

 

以
上
二
回
の
内
、
ど
ち
ら
で
も
ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

●
開
運
厄
除
け
祈
祷
申
し
込
み
方
法 

○ 

別
紙
申
し
込
み
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
お
寺
ま
で
持
参
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。 

○ 

ご
祈
祷
料
は
お
寺
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
振
込
み
用
紙
に
て
お
振
込
み
い
た
だ
く

か
、
現
金
書
留
に
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。 

一
、
普
通
祈
願 

千
円 

一
、
特
別
祈
願 

三
千
円
（
黒
星
「
半
吉
・
末
吉
・
大
凶
」
の
方
に
は
特
に
お
勧
め
致
し
ま
す
） 

一
、
毎
月
祈
願 

一
万
円
（
特
別
祈
願
に
加
え
て
毎
月
の
お
護
摩
に
て
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
） 

一
、
年
間
祈
願 

三
万
円
（
特
別
祈
願
に
加
え
て
毎
月
の
お
護
摩
と
毎
朝
の
お
勤
め
に
て
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
） 

 

●
申
し
込
み
期
限 

一
月
三
十
日 

 

●
祈
祷
後
の
お
札
は…

二
月
三
日
に
ご
参
拝
の
方
に
は
祈
祷
後
に
直
接
お
渡
し
致
し
ま
す
。 

二
月
三
日
に
参
拝
出
来
な
い
お
方
に
は
、
後
日
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

※
と
ん
ど
祭
は
二
月
十
四
日
（
土
）
午
後
四
時
か
ら
行
い
ま
す
。 


